
新しい14人の議員

平成29年第６回定例会の概要
　平成29年第６回羽咋市議会定例会が11月30日
から12月15日までの16日間開催された。提出さ
れた議案は、平成29年度羽咋市一般会計補正予
算案など議案10件、報告３件。
　初日の提案理由説明で山辺市長は、本市の平成
30年度予算編成方針について、「羽咋創生」の新
たな飛躍を図る年と位置付け、急速に進む人口減
少と少子高齢化に歯止めをかけ、持続可能な地域
社会づくりを目指す「がんばる羽咋創生総合戦略」
をより積極的に推進すると述べた。
　具体的には、地域資源を活用した農業の６次産
業化など新たな雇用の創出や、道の駅「のと千里
浜」を核とした地域商社機能の創出をはじめ、若

者の定住促進による宅地造成などの人口減少対策、
健康寿命延伸に向けた地域包括ケアシステムの構
築および防災・子育て・生涯学習の拠点としての
邑知公民館の建設などを重点的に進めていくと説
明した。
　12月７日の質問日では９人の議員が質問に立
ち、羽咋駅東の宅地造成、妊婦健康診査、イノシ
シ対策、教職員の長時間労働、国保税の引き下げ
などについて質問した。
　最終日の採決では、平成29年度羽咋市一般会
計補正予算案など市長提出議案10件を原案のと
おり可決。請願２件は不採択とした。

主な内容
一般質問………………  ２
各委員会報告…………  ７ 
市民の声……………… 10 



稲村 信成 議員

市  議  会  だ  よ  り　平成30年１月号（2018）

原発避難先：体育館内部

原発との同居は、
安全・安心が優先である事

原発防災避難は富山ルートも確保するべし

【質問】①11月26日県防災訓練(放射能漏れ)に参
加、市民の避難場所は金沢の各学校等で避難ルー
トは里山海道、国道159号・249号。しかし余
喜・邑知・神子原地区の市民には最速避難路は、
国道415号で富山県への声が多い。市民の安全・
安心の確保を最優先としての市長の考えを問う。
②東北震災・阪神震災時の死者要因の60％は電
気火災とか。内閣府防災担当より『感震ブレー
カー（約４千円）』による電気器具火災予防を推
奨し、補助支援市町村が増えている。木造住宅が
多い本市での補助（1〜２千円）を求める。
【答弁】①余喜、邑知、神子原地区の避難経路に
関しては、石川県と連携し国道415号を利用して、
富山県内を通る複数の避難経路を検討をする。
②財政状況や他市町の状況も見ながら検討する。

分譲地販売には市民にも手厚い支援を求む

【質問】平成26年駅前分譲地10区画販売（例74
坪663万円：補助270万円）したが売れず、翌年
補助金を380万円(補助率58%)に増額し販売。駅
周辺の宅地は売れなくなった。また、市の住宅支
援は移住者に厚く、市内青年達には薄く市外に移
住した方もいる。駅東公園用地に計画中の５区画
分譲地の販売計画を問う。
【答弁】販売価格予定は単価２万5,500円/㎡。住
宅奨励金は前回の初期同様250万円、市民への支
援金対応は検討したい。

２

その他の質問
①東京杉並区アンテナショップについて
②上下水道事業について

　新年、明けましておめでとうございます。
　市民の皆様には健やかに新春をお迎えのことと、心より
お慶び申し上げます。また、平素より市議会の活動に対し
まして、格別のご理解とご協力を賜り心から感謝を申し上
げます。
　私たちは、昨年10月臨時会におきまして、議員各位のご
推挙により、栄誉ある第42代議長、第47代副議長に就任い
たしました。身に余る光栄であるとともに、その使命と責任の重さに身の引き締まる思いであります。
微力ではございますが、議会の円滑な運営に努め、議会が持てる力を十分発揮できるよう全力を尽く
し、さらなる市勢発展と市民福祉の向上へと繋がるよう努力いたす覚悟でございます。
　現在、全国的に本格的な少子高齢化社会を迎え、人口減少が進んでいます。本市においては、人口
減少対策を中心に「がんばる羽咋創生総合戦略」を重点施策に位置づけ、推進しております。市民の
皆様に選ばれた議員が、市民の声を背景に、これらの施策がしっかりと有効に執行されているかの
チェック機能を果たし、さらには政策立案機能の充実・強化をしていかなければなりません。そうし
たことから、今後、二元代表制の一翼を担う市議会の役割も一層大きくなってまいります。
　市民の皆様の思いをしっかりと受け止めて、その負託に応えられるよう様々な課題に積極的に取り
組んでまいりますので、議会に対しましてより一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びに、本年が市民の皆様にとりまして幸多き一年となりますことを心からお祈り申し上げまして、
就任と新年のご挨拶といたします。

　　議長・副議長就任あいさつ　　　

櫻井 英一 議長 寺井 哲也 副議長



新田 義昭 議員

石井 昌志 議員

市  議  会  だ  よ  り 平成30年１月号（2018）　 

母子手帳と健康診査受診票

妊婦健診の充実、公民館の
災害時機能の整備を

妊婦健診の助成回数の拡大を
【質問】現在、妊婦健診の助成回数は基本的に14
回となっている。しかし少し出産が遅れると、
15回目の健診が必要となるが、その際は自費と
なってしまい、不安に思いながらも健診をためら
う方もいると思う。少子化対策、人口減少対策の
観点からも拡大してほしい。
【答弁】本市では現在、国の定める基準に基づき、
14回の助成を行っているが、ご指摘のとおり、
安心、安全な出産のためにも妊娠期間中の健康診
査は必要かつ重要であると認識している。15回
目以降の助成について、新年度からの実施に向け
て前向きに検討したい。

邑知公民館の災害時機能はどうか
【質問】平成30年度に建設が予定されている邑知

公民館は避難所としても期待されて、旧飯山小学
校跡地に建てられると聞いている。100名程度の
避難機能も有することから公民館の防災設備や避
難所機能を教えていただきたい。
【答弁】新たな邑知公民館は避難所機能を有し、
省エネ対策やバリアフリーに配慮した施設として
平成30年秋の完成を目指している。具体的な機
能として、建物の強度は建築基準法の25％増し
の耐震性を確保し、また災害時には太陽光発電に
加え、電気自動車を電源とした電気設備、貯水タ
ンク、災害時優先電話を設置している。災害時に
は市内各施設と相互連携を図り対応したい。

堀替大橋付近

はくい市民の安全対策に
対応せよ

千里浜海岸の浸食を問う
【質問】羽咋川下流の左岸の浸食と、なぎさドラ
イブウェイの浸食が激しい。人工リーフの設置効
果と今後の工事内容、及び３年前まで砂浜で開催
されていたビーチバレー大会の開催が将来、再び
砂浜で出来るのかを聞く。
【答弁】平成27年度より、県が新保町沖におい
て、人工リーフの設置工事に着手し、今年度１基
目、150ｍの完成に向けて事業に取り組んでいる。
効果検証と今後の計画は、志雄パーキングエリア
から千里浜インターチェンジ間で、平均３ｍ程度、
砂浜が回復しているとの報告があり、２基目の人
工リーフの早期設置を県に要望していく。ビーチ
バレー大会の開催は、人工リーフの効果を見なが
ら検討する。

県道若部・千里浜インター線を問う
【質問】市道邑知52号線で、県水送水管工事が行
われている。通行止めのため、通行量が急増して
いる。堀替大橋から尾長出町にかけて、橋への乗
り入れや、自動車が交差できない狭い個所があり
危険であり、大橋付近の改修と道路の拡幅を早急
に県に要望せよ。
【答弁】県水送水管工事に伴う市道邑知52号線の
通行止めにより、安全確保が必要な状態であると
認識しており、再三にわたり県に要望している。
河川区域に位置する道路であるため困難である。
しかしながら、地域住民の生活を支える幹線道路
であり、車両や歩行者の通行の安全確保を図るた
め、早期に道路拡幅と事業実施を要望していく。

その他の質問
邑知中学校の整備について

３



浜名 　等 議員

酒井 一人 議員

市  議  会  だ  よ  り　平成30年１月号（2018）

長者川橋付近の土砂等堆積状況

住み良いまち羽咋
「安全・安心」のために

地域防災体制の現状と将来の充実のために

【質問】地域防災体制を充実するために、女性リ
ーダを含めた育成計画・小さな町会単位での組織
化困難等、実情に合った体制の確立・防災情報の
一元化・現状の避難箇所経路情報の周知が重要で
あるが、どう考えているか。
【答弁】①防災士育成は、4年間で240名（現在
120名）その内女性リーダは90名（現在23名）
を予定している②市内11公民館単位の地域防災
組織は今後の検討課題とする。③タブレット端末
の活用は今後の検討課題とする。④各種防災ごと
の情報は、ホームページの活用を促し、全戸配布
等も含め情報提供する。

豪雨対策に重要な河川堆積土砂の除去計画

【質問】豪雨の河川冠水では、町会等の協力を含
め土のう対策等で対応している。管理者が県知事
である河川だが、堆積土砂の除去計画の考え方、
特に長者川・子浦川の堆積状況に緊急性があると
考えるが、どう考えているか。
【答弁】①特に長者川・子浦川・酒井川の堆積を
県と共に把握している。②県の補正予算を活用し、
３河川のしゅんせつ工事を行う予定である。③河
川堆積土砂除去工事の平準化については、予算の
確保を含め、年次的に除去工事が行われるよう、
引き続き強く県に要望する。

４

その他の質問
イノシシの被害対策等について

河川改修が必要な長者川

羽咋駅周辺基本構想
策定の進捗状況を示せ

長者川改修、道路整備には周辺整備が必要

【質問】長者川の河川改修と道路整備を実施する
には、一般住宅や店舗、神社などの移転が必要に
なる。代替地や移転先、羽咋駅周辺の活性化など
の問題を考えると、周辺整備もあわせた事業を進
めていことが効果的だと考える。市長の方針を聞
く。
【答弁】羽咋駅周辺基本構想の策定には、川原町
線の整備、長者川の改修を含め、まちなか再生や
都市防災などの幅広い観点から周辺の土地利用を
検討していく。また、地域住民や商業者の参加を
得ての意見やニーズを踏まえながら、基本構想の
策定に取り組む。基本構想は、12月中に業者に
発注し、平成30年度内の策定に向けて取り組ん
でいく。

公共施設照明のLED化も進めるべき

【質問】市内の各町会では、積極的に防犯灯の
LED化を進めている。今後は、市の道路照明
灯や室内照明などの公共施設の照明についても、
LED化を進めていく必要があると考える。今後
の整備方針について市長の考えを聞く。 
【答弁】今後は公共施設や道路の照明において
も、整備を進めていく必要があると考える。一方、
LED照明に更新する場合、初期費用としておよ
そ1,350万円を必要とし、電気代では年間でおよ
そ85万円の削減が見込まれる。LED導入効果は
15年目にあらわれる見込みとなっている。
　今後のLED化については、市の財政事情を考
慮しながら、まずは街路灯、市庁舎など費用対効
果が見込まれる箇所から、順次更新を検討してい
く。



浅野 俊二 議員

岸 　博一 議員

市  議  会  だ  よ  り 平成30年１月号（2018）　 

羽咋郡市中学校相撲大会

教育現場の過酷な実態を
直視せよ

改善策を急げ
【質問】教育現場の過労死の労災目安、月80時間
超えが日常化している。他市町では具体的改善策
が実施されているのに当市の対応の遅れている原
因は。①勤務時間管理は野々市市、七尾市、白山
市などタイムカードやＩＣＴによる時間管理をし
ている。小松市も来年度実施する。羽咋市も実施
すべきである。②中学校の部活動において外部の
指導員を積極的に導入し、超過勤務を改善せよ。
③中学校の部活動における土日、いずれかの休養
日を統一せよ。
【答弁】①今年度は自己申告の報告を受け、タイ
ムカードやＩＣＴ管理は他市の状況を見て検討し
たい。②ボランティアでの外部指導を活用するこ
とは有益であり、11名にお願いしている。有料
での部活指導員については動向を見ながら検討す

る。③日曜日を基本に部活動の休養日を指導して
きたが、それぞれ部活動、大会等の日程が異なる
ため、現実的に困難であったが、今後近隣市町と
連携を取り検討する。

駅周辺の活性化対策は
【質問】①道路、河川関係者との話し合いの状況
はどうなっているか。②権利関係者の調整は。③
市民ニーズの把握を具体的にどうするのか。
【答弁】①まず駅周辺基本構想を県と話し合い進
める。②権利関係を調査する。③地元町会、商業
関係者の意向を踏まえ、基本構想の策定を優先し
進めていく。

道の駅「のと千里浜」

将来に負担を残	さないことが	
必要

道の駅の建設に係る市の実質負担額を問う

【質問】道の駅の建設費は平成28年度当初予算で
は９億5,594万円。平成29年度への繰越計算書で
は８億8,100万9,000円、うち一般財源が6,400
万円余りとなっている。最終的に道の駅建設に係
る市の負担額はどのようになったのか。
【答弁】事業費は８億8,100万9,000円となり、市
の実質負担額は当初２億4,000万円を想定してい
たが、最終的におよそ２億7,000万円となる見込
みである。

基金の運用を問う

【質問】平成28年度末で基金の残高が39億円以上
となっている。ゼロ金利の時代どのような基金の
運用を行っているのか。 
【答弁】市では資金管理運用規定に基づいて管理、
運用を行っている。基金は繰替え運用と大口定期
運用が原則となっている。確実性及び効率性で有
利と認められる場合は債券、国債、地方債、政府
保証債での運用も認められている。10月末で定
期預金18億円、債券11億円、繰替え運用８億円
普通預金２億円で運用している。

５

その他の質問
①公民館主事の雇用形態について
②道の駅について

その他の質問
①羽咋駅東の宅地造成と土地開発基金について
②ふるさと納税の使途について



寺井 哲也 議員

北川 真知子 議員
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６

雪に覆われた邑知平野

米の生産費を償う米価
下支え対策を

米農家の経営を下支えする対策を
【質問】平成30年度からの国の「米政策見直し」
では、米農家への戸別所得補償が廃止されようと
している。大規模農家では数百万円も減収するな
ど、農家の経営困難に拍車をかける。農家が意欲
を持って米を作り、後継者が育つ米政策が必要だ。
　米の直接支払交付金が廃止された場合、農家へ
の影響と市独自の対策を問う。
【答弁】平成29年度の米の直接支払交付金は、
1,341ヘクタール、対象者612人に対して交付額
はおよそ１億円であり、その額が本市の米農家の
減収となる。農家の減収への対策としては、水田
交付金の活用と麦、大豆、飼料用米や産地戦略作
物等への転換など複合経営や二毛作などを進め、
農家所得の維持向上に取り組みたい。

合葬墓の建設を
【質問】近年、少子化や核家族化、経済的事情な

どにより墓地を継承していくことが困難となるな
ど墓をめぐる社会的状況が変化している。市民か
らも、公設の合葬墓を求める声がだされている。
高すぎても困るという声も聞くが、内灘町の合葬
墓は２種類あり、納骨使用10年間の後、埋蔵室
の場合は16万円、直接埋蔵室の場合は９万円で
ある。
 合葬墓の建設を視野に入れて、市民のニーズの
調査を。
【答弁】合葬墓の必要性は認識しているが、市民
ニーズ調査については、今後の検討課題とする。

その他の質問
①国民健康保険について
②平和事業について
③就学援助について
④インフルエンザの予防接種について

１人１台のタブレットを使用した授業

人づくりは国づくり、
市の未来づくり

人づくりの基本は教育、教育の充実を

【質問】今後10年を見越した教育について、考え
と具体的な取り組みについて市長の考えは。
【答弁】教育においては、どんなに社会が変化し
ようとも時代を超えて変わらない価値のあるもの
と、その時代に求められる資質能力があると思う。
また、国際化や情報化などの環境要因に対応した
子どもたちを育成することが重要であり、外国人
との対話の機会を増やした英語教育や、主体性を
持って課題を発見し解決する力を身につけること
も必要である。これらの教育に必要な予算措置に
ついて、今後も引き続き努力をする。
【質問】特色のある取り組みとして、先進地では
１人１台のタブレットを導入した授業が行われて

いる。教育課程も大きく変わろうとしている中、
県内でもその流れが出てきた。当市でも１人１台
のタブレット導入の考えは。
【答弁】タブレット型端末については英語授業に
限らず必要であると考え、平成27年度から29年
度にかけて60台導入し、市内の小学校に各学校
で１学級分、２人で１台の活用ができるよう整備
してきた。来年度は中学校に導入を検討しており、
１人１台のタブレット整備も含めＩＣＴ教育環境
の整備に向けて今後も引き続き努力していきたい。

その他の質問
①市営住宅の活用について
②東京のアンテナショップについて
③次年度からの英語教育の取り組みについて
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予算常任委員会報告
◎新田 義昭　○石井 昌志　 酒井 一人　岸　 博一
　浜名　 等　　北川真知子　寺井 哲也　櫻井 英一
　稲村 信成　　大塚 幸男　 塩谷 久司　中村 孝清
　山本 泰夫　　浅野 俊二

　当委員会に付託された案件は、議案第56号「平成
29年度羽咋市一般会計補正予算第５号」など議案６
件。12月８日に委員会を開催し審査した。
　その結果、議案第56号及び議案第63号については
賛成多数、その他議案４件については全会一致をもっ
て原案のとおり可決した。
　審査の過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】地域商社機能推進事業は何か年計画で行われ、
今回補正する中の委託料の内容は何か。同事業と羽咋
まちづくり株式会社との関係はどうか。
【答弁】国からの地方創生推進交付金を受けての事業
で５か年事業となり、委託料の内容は、先進地のノウ
ハウを当市に移転する委託料と、市内の魅力ある資源
の発掘の委託料である。主体は市であり、地域商社機
能構築のノウハウを蓄積し、平成32年を目途に羽咋
まちづくり株式会社に移転する。

【質問】羽咋神社周辺のカラスの追い払い業務につい
て、カラスの糞公害だけでなく、サギの騒音公害もあ
るが、対策はなされているか。
【答弁】鷹匠による鷹を使った害鳥を駆除する事業で、
鷹が威嚇することで害鳥が戻らなくなる効果がある。
今回の補正では２月に10回、３月に８回実施するこ
とで、カラスにもサギにも効果がある。

総務民生常任委員会報告 ◎中村 孝清　○岸　 博一　石井 昌志　北川真知子
　稲村 信成　　塩谷 久司　山本 泰夫

　当委員会で付託された案件は、議案第62号「羽咋
市立千里浜保育所の指定管理者の指定について」など
議案３件、請願１件。
　12月11日に委員会を開催し、審査した。
　その結果、議案第64号については、賛成多数によ
り原案のとおり可決、議案第62号及び議案第65号の
２件については、全会一致をもって原案のとおり可決、
請願第２号については賛成少数で不採択とした。
　審査の過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】千里浜保育所は、経年劣化が進み、修繕箇所
があると思うが、修繕費は市が負担するのか、指定管
理者が負担するのか。
【答弁】修繕には大規模なものと、小規模なものがあ
るが、大規模なものは市が負担し、小規模なものは指
定管理者が負担する。大規模か小規模かの判断は、市
と指定管理者が協議し決めている。

【質問】損害賠償額の決定の専決処分について、今回
の報告は、いずれも物損事故の賠償であったが、人身
事故の賠償はどうなるのか、また、市が関与するボラ
ンティア活動中の事故等についてはどうなるか。
【答弁】市では市民総合賠償補償保険に加入しており、
市が主催や共催する行事において発生した人身事故で
の通院や入院の場合は、市の賠償責任の有無に関係な
く補償される内容になっている。
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産業文教常任委員会報告 ◎浜名　 等　○酒井 一人　浅野 俊ニ
　新田 義昭　大塚 幸男　櫻井 英一　寺井 哲也

　当委員会に付託された案件は、議案第61号「特別
職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正」と請願第３号「米の生産費を償う価
格下支え制度を求める請願」で、議案１件と請願１件。
12月12日に委員会を開催し審査した。
　その結果、議案１件については、全会一致で原案の
とおり可決。請願１件については、賛成多数により、
採択した。
　審査の過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】今回の法改正で追加された、農業委員等の報
酬の「能率給」とは、どのようなものなのか。
【答弁】「能率給」には、一定の農地集積等を果たすこ
とで支払われる「成果実績」と、遊休地の調査・農地

転用に係る相談等の日々の活動に対して支払われる
「活動実績」がある。羽咋市は、県内の他市町と比較
しても農地集積率が高い現状にある。よって、「活動
実績」を取り入れて報酬を支払う予定である。
【質問】農業委員等の活動実績は、誰が判断するのか。
【答弁】各委員からの活動報告に基づいて、事務局が
報酬の支払いをする。

　その他、原子力防災訓練について、道の駅「のと千
里浜」のライトアップ及び周辺の交通渋滞について、
宅地造成計画についてなどの質問・答弁がなされた。

羽咋市議会常任委員会の所管事項

　羽咋市の議会には３つの常任委員会が置かれており、その所管事項及び定数は次のとおりとなって
いる。
　①予算常任委員会　14人
　　・予算に関する事項

　②総務民生常任委員会　７人
　　・総務部の所管に関する事項
　　・市民福祉部の所管に関する事項
　　・会計課の所管に関する事項
　　・選挙管理委員会の所管に関する事項
　　・監査委員の所管に関する事項
　　・固定資産評価審査委員会の所管に関する事項
　　・他の常任委員会の所管に属しない事項

　③産業文教常任委員会　７人
　　・産業建設部の所管に関する事項
　　・教育委員会の所管に関する事項
　　・農業委員会の所管に関する事項
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平成29年 第６回定例会 12月議会
　平成29年度国民健康保険特別会計補正予算や条例案等７件を全会一致で可決し、一般会計補正予算２
件及び条例案１件を賛成多数で可決、請願２件を賛成少数で不採択とした。   

■全会一致で議決された議案

議　　　案　　　名 議決結果

市長提出議案第57号 平成29年度羽咋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

市長提出議案第58号 平成29年度羽咋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　決

市長提出議案第59号 平成29年度羽咋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

市長提出議案第60号 平成29年度羽咋市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

市長提出議案第61号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について

可　決

市長提出議案第62号 羽咋市立千里浜保育所の指定管理者の指定について 可　決

市長提出議案第65号 工事請負契約の締結について 可　決

■意見が分かれた議案

議　案　名

石
井
昌
志

酒
井
一
人

岸
　
博
一

浜
名
　
等

北
川
真
知
子

寺
井
哲
也

櫻
井
英
一

稲
村
信
成

大
塚
幸
男

新
田
義
昭

塩
谷
久
司

中
村
孝
清

山
本
泰
夫

浅
野
俊
二
議決結果

市 長 提 出
議案第 5 6 号

平成29年度羽咋市一般会計
補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ × ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

市 長 提 出
議案第 6 3 号

平成29年度羽咋市一般会計
補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

市 長 提 出
議案第 6 4 号

一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

請 願 第 ２ 号
憲法９条改定に反対する意見

書の提出を求める請願
× × × × ○ × × × × × × × ○ 不採択

請 願 第 ３ 号 米の生産費を償う価格下支え
制度を求める請願 ○ × × × ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 不採択

○は賛成　×は反対　欠は欠席
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　12月議会は、９月の市議選で改選された議員での初の定例議会でした。７日の質
問日には、３人の新人議員が初質問に立つなど、市民から注目された議会であったと
思います。
　これからの４年間、市民の皆さんの声を市政に届けるとともに、行財政運営のチェッ
クや政策の提案など全力で取り組んでいきます。市民の皆さんの叱咤激励をお願いし
ます。
　市議会だより編集委員会も新たなメンバーとなり、市議会がより身近に感じられる
紙面づくりに努力していきます。
� （北川真知子）

市議会だより編集委員会
（☎０７６７－２２－７１６０）

 委 員 長　 　北川真知子
 副委員長　 　岸　　博一
 委　　員　 　石井　昌志
　　　　　 　 酒井　一人
　　　　 　　 櫻井　英一

お知らせコーナー

　　
　市議会だより編集委員会では、市民の皆様の声
を募集しています。議会に対しての感想などがあ
りましたら、下記までお気軽にお寄せください。
　〒925-8501　羽咋市旭町ア200　羽咋市議
　会事務局　☎22-7160　FAX 22-7210
　Ｅメール　gikai@city.hakui.lg.jp

傍聴してみませんか
　市庁舎５階の議場入口で、住所、氏名、年齢を
記入するだけで自由に傍聴できます。次の議会定
例会は２月下旬から３月上旬に開催予定です。一
度、傍聴してみませんか。
◦インターネットでも視聴できます
　羽咋市議会では、本会議の審議状況を市のホー
ムページで映像配信（生中継）しています。また、

録画映像も配信しており、常任委員会についても
ご覧いただけます。
◦アクセス方法
 ﹁羽咋市公式ホームページ﹂を開き、トップペー
ジ左欄の「議会」をクリックし、「インターネッ
ト議会中継」の欄から視聴したい項目をクリック
してください。

会議録、閲覧できます
　市議会だよりに掲載されている質疑・質問は、
議会で発言された内容の一部です。定例会の内容
は、会議録にすべて記載されています。詳しくは、
図書館、議会事務局、公民館で会議録をご覧くだ
さい。市のホームページにも掲載しています。
　なお、平成29年12月議会の会議録は、３月上
旬に閲覧できる予定です。
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　私の妻は、病気で障害者となり、車いす生活
です。私は、妻の介護をして20年余になります。
年に1回ぐらい温泉に入れたいと思い、入浴に一
部介助が必要なので、家族風呂のある温泉をと富
山、長野などに出かけました。私も高齢で車の遠
出が難しくなり、そこで家族風呂のある”ゆ華”
のコテージに宿泊したことを思い出しました。
　“ゆ華”を石川県の「障害者温泉療養指定宿泊
施設」に指定し、障害者のやすらぎ宿にしていた
だきたいと思います。

K.U　千里浜町・男性・70代 K.A　飯山町・男性・50代
　羽咋市駅前が整備されました（バス停側は整備
中）。完成直後ロータリーに入り、駅に家族を降
ろし道路に出ようとして一時停止の表示が一切無
い事に驚きました。事故のもとだと某議員に伝え、
その後改善されました。
　道路を走っていて、センターラインなどが消え
ていても放置されています。当然「一時停止」の
表示があるべきなのに無い箇所が多くあります。
議員の皆さん、「ここ危険だな」と思う所、どん
どん行政に訴えてもらえませんか。　

ゆ華を障害者のやすらぎ宿に 安全な道路に


